
東京大学　景観研究室　研究概要
東京大学　景観研究室

前年度 今年度

文献調査 ヒアリング調査

調査の様子

平野のスポーツ民宿
湖畔景観 
山中地区の集落構造

文献調査（山中湖村史など）
たて道ワークショップ準備

現地調査
たて道 18 号と 39 号のワークショップ

たて道模型づくり

6月～

7月～8月

7月 10 日

長池地区・山中地区でのヒアリング10 月
現地調査・ヒアリング調査

12～3月 論文執筆・追加調査・どんど焼きへ参加

高村正勝所蔵　高村五兵衛門関係文書（高村昭秀氏提供）
中野村山中全図（高村不二義氏提供）

内容：

長池地区：文献では分からない、暮らしや言い伝えについて。
山中地区：道の利用、現在道に現れている要素の設置経緯について。

協力者：住民の方々　計 24 名
※補足で電話でのヒアリングにもご協力いただいた。

中野村地図宝典（羽田源六氏提供）
甲斐国全図
ゼンリン住宅地図

古地図

村史、　山中湖周辺の民俗 -生業 -（吉田チエ子）古地図

村提供資料

地図
航空写真

その他文献

治水地形分類図
植生調査情報提供
土地登記簿
集成図
（災害復旧関係）昭和 26 年雪しろ災害
公図（長池集落範囲）
天野時男氏所有資料 等

　まちづくりを行って行く際には、どのように人々
の生活が営まれ、その中でどのようにインフラが使
われて来たのかを理解することが必要である。
　今年度は、景観研究室の活動として、

方法

はじめに

計 32 回

の 3点に着目し、

山中地区のたて道
長池の街路

の２点に着目して研究を行った。

「山中湖村における湖畔景観の変遷と暮らしの変容
ー土地所有形態に着目してー」
高橋朋子
「学生向け合宿地としての観光地の成立過程とその後の変遷
ー山中湖村平野地区を対象としてー」
柴田賢祐
「山中湖村山中地区の集落構造の変容過程
ー街路網と集落範囲と生業に着目してー」　
山崎明日香
を発表した。

提供して頂いた古写真 提供して頂いた古地図



さまざまな顔を見せるたて道

山中地区　たて道の多様化の過程
東京大学　景観研究室　学部4年　小粥慶子

集落変化

生業の変化

山中地区の人々の生活

▼

▼

▼

祭りの御輿ルートとして使われるたて道 (明神通り )

小学生の通学路として使われるたて道 (44 号 )

古くからの石垣が残るたて道 (40 号 )

古くからの蔵が残るたて道 (39 号 )

住民によりこまめに手入れされるたて道 (25 号 )

　一見同じように見えるたて道
だが、集落の変化によってその
利用のされ方は変化している。
さらに、生業の変化や、山中地
区の人々の生活のあり方がたて
道の多様性を生み出している。
　本研究では、たて道の多様性
が生まれた過程を明らかにする
ことを目的としている。

多様な機能と様相をもつたて道

▶

▶

▶

現況たて道 18 号

０ 84 20[m]

S：1/500

境界に植えられた数本の木に、
保養所をするときに植え足した

イチイ

平成になって団子屋作った

イチイ
ケヤキS60 頃～

S40 頃～

S元年建替え
S41～60 会社保養所

ウラである道が見えないように

S40 頃増設
旧道側の家で保養所した
H26 取り壊し

保養所したときの壁
H26 取り壊し

保養所するときに
作った庭

バスで来る客向けに
自動販売機

店の前に駐車場

洋風

和風

古くからある木

▶

▶

▶

▶

現況たて道 44 号

０ 84 20[m]

S：1/500

【S25 頃】別荘【S25 頃】家族用の
住居として

【H15】盛り土
土留めとして塀設置

S30 頃まで精米所
蔵

【S57、8頃】信用金庫
H27 取り壊し予定

ケヤキ

【H12 頃】
材木工場

【H10 頃】
コンビニ

コンビニ倉庫

【S50 頃】
セブンが車で寮
今は住人がんでいない

家の建替えと同時に庭

バスロータリー
長池に住む子どもの待ち場所

旭日丘に住む子どもの待ち場所

村道との行き来は私道使った

トイレ設置時に
村が植えた

S50代

土留めの木は S49 年の舗装の時に
新しい木に植替えた

[S58]

▶

▶

▶

▶

現況たて道 38 号

０ 84 20[m]

S：1/500

【S30 代】
国道が出来て増設

[S40 頃 ]

当初入口

現在入口

民宿

増築時に庭として

S22 頃盛り土
土留めとして石垣

S25 建替えに合わせて
イチイの木

増設時

【S45】湖畔側に寮移動
【S25 頃】寮開始 寮移動に合わせて

庭、塀

寮移動に合わせて
畑、植栽

▶

▶

▶

▶

現況たて道 39 号

０ 84 20[m]

S：1/500

【S19 床屋】
お店よりも住宅よりの場所
S45 レストラン

【H４】

周囲に植栽

お店の前の古い木はレストラン
を作るために切った。
植木はレストランつくるとき

【S42】レストラン開業（鉄筋コンクリート）
H7改築　塀や花（竹）S11 以前もとの家養蚕で焼けた

S55 建替え

S55 建替えのときに植えた

S11～S55 のどこかで盛り土

大正～蔵

みそ部屋

イチイ：蔵の防火用
[S45]
日当りを気にして後ろに

新しい家作るときに
庭として

【S50】
イトーヨーカドー保養所

ガレージ

保養所の庭として

改築のときに焼き物
売り始めた

ケヤキ

▶

▶

▶

▶

▶

▶

現況たて道 40 号

０ 84 20[m]

S：1/500

S40、50 頃建替え

S50-60 年頃建設

S40 頃
旧道側から移転

蔵

イチイ

蔵

S20 以降盛り土
土留めとして石垣

H初建設
駐車場設置

土留めとして石垣庭として植栽
庭として植栽

S46 ラーメン屋

移転以降
植栽

ヘダの木
S30 頃植えたホオの木

保養所 S40 頃に建設したが、
国道うるさく富士山よりの所に
移転
H7頃蕎麦屋にするにあたって増改築

保養所より以前から家族が住む
家があった。H13～17 頃取り壊し
湖側だけでは足りなくなっていた
駐車場を増設

S30 前はこちらに家があった

蔵
S30 以前
何度か塗り替え
戸と鍵は古いまま

古いケヤキの木
S30 より以前 ケヤキは根がしっかり張るので

なにかあったらケヤキの木の
ところへいけと教わった
洪水などがあると
水がここまで来ることも

H10 建替え
平屋→二階建て

H20 前建替え
ログハウス

自動車工場

蔵を守るため
イチイ

S37 年頃建設
両側に塀を設けた

H20 頃建設

山林の木

寮の庭として
S30 代後半建設
別荘兼住居

庭として

S30 代後半の火事で焼けてから
建て直した

S30 代後半の火事で焼けてから
建て直した

S30 代後半の火事で焼けてから
建て直した ▶

▶▶

▶

▶

▶

▶

▶

現況たて道 41 号

０ 84 20[m]

S：1/500

S42、3 年建替え
保養所をした

S42、3年建替え
と同時に庭として

車が入ってこないために
流れ込む水を止めるために

蔵
建替え時に盛り土し
土留めとして石垣

昔から山林

昔から山林

S44 ガソリンスタンド建設

S30 頃～S50 頃別荘
米軍泊まりに来ていた

戦前からボート貸し倉庫
別荘と同時に壊して S50 くらいから
民宿

民宿と同時に植えた

寮の庭木として

S16 建替え

保養所期以前からの植込み
人が多く通るから

終戦までは住宅
終戦後倉庫
（サッシの組み立て）
兼事務所

現況たて道 42 号

０ 84 20[m]

S：1/500

現況たて道 43 号

０ 84 20[m]

S：1/500

H初建設

H初建設
H初建設

店に合わせて駐車場

車庫

車庫

S50 頃
中銀建設

庭木として

宝屋商店

昔から変わらず同じ場所
茅葺きが鉄板になった

大正 4建設　茅葺き
S30 代建替え
S37 庭（外からは見えない）
S50 代建替え　2階を小さく

昔から変わらず同じ場所

車庫

H入ってから
何もしないと雑草が生えるから

庭

天然記念物を検討された
イチイの木
防火のため

S終頃植込み

雪代の水防ぐため

店をするので
石垣も土嚢も積まなかった

倉庫
大正末～昭和氷小屋

畑

昭和 62 まで蔵屋
二階建てで分かれて
みそ部屋があった

▶

▶

▶

たて道 25号

０ 84 20[m]

S：1/500

S30 別荘建設
H初め取り壊し

湖畔側以外を塀で囲った

地主がフェンス作った

H11 建替え
前の植栽、柵

S25 引き家
S37 保養所に建替え
H元年建替え

S37 保養所に
合わせて庭

S37
不特定多数の人通る
ようになって壁

ケヤキやヘダ
テニスコート
にするときに
周りに植えた

自然と生えて来た

田んぼ
→畑
S40 後半テニスコート

車庫
家の建替え時に
作った

フェンス：テニスコートのとき

S40 頃建設
保養所

畑
→保養所に合わせて庭

S45，6頃～自動車工場

S54 保養所をするときに

屋敷神様

S45，6頃～自動車工場

保養所の宿泊客のこと
を考えて目隠しの垣根
職業柄生け垣

イチイ 100 年以上
防火の意味

家の建替え時に
植えた

たて道 44号

０ 84 20[m]

S：1/500

⇒

⇒

昭和元年
昭和 50年たて道 44 号

０ 84 20[m]

S：1/500

▶

昭和 60年たて道 44 号

０ 84 20[m]

S：1/500

昭和元年たて道 38号

０ 84 20[m]

S：1/500

▶▶

昭和 30 年たて道 38 号

０ 84 20[m]

S：1/500

昭和 45年たて道 38 号

０ 84 20[m]

S：1/500

たて道 18号

０ 84 20[m]

S：1/500

S 元建替え

土地貸していた

先先代から
二階：養蚕
一階：住居

ケヤキ

イチイ
イチイ

クリ

畑

畑

昭和元年

たて道 18号

０ 84 20[m]

S：1/500

ケヤキ

イチイ

イチイ

クリ

保養所のため増築

保養所の庭として
モミジ等植え足した

昭和 45年 たて道 18号

０ 84 20[m]

S：1/500

保養所終了

昭和 60年

ケヤキ

イチイ

イチイ新しく店舗建設

新店舗に合わせて 客に道が見えないように
高さの制限があったので
掘って家を建てたため段差
生じた

⇒

２mの石垣の上に
住居

養蚕をした

蔵屋

蔵の防火用
イチイ

蔵屋

昭和元年たて道 39 号

０ 84

⇒

⇒

昭和 30年

銭湯

道拡幅

たて道 39 号

０ 84 20[m]

S：1/500

⇒

⇒

イトーヨーカドー保養所

昭和 50 年たて道 39 号

０ 84 20[m]

S：1/500

⇒

昭和元年

民家

民家

民家

蔵屋

たて道 40号

０ 84 20[m]

S：1/500

昭和 20年

米軍相手にバー，売春宿を始める

盛り土をして、土留めに石垣を積む

たて道 40号

０ 84 20[m]

S：1/500

▶

▶

▶

▶

▶

昭和 60 年

土地を人に貸す S46　引き家

S46　ラーメン屋

たて道 40号

０ 84 20[m]

S：1/500

▶

昭和元年

分家

シナの木

イチイの木

ケヤキの木

蔵

たて道 41 号

０ 84 20[m]

S：1/500

イチイの木

ケヤキの木 ホオの木
S30 頃

シナの木
S22 土地取得

▶

▶

▶

▶

▶

火事で焼けて

建て直し

火事で焼けて

建て直し

S35 大火
建て直し

自動車工場

▶▶

S30 頃
家移動

S30 代後半
別荘建設

たて道 41 号

０ 84 20[m]

S：1/500

昭和 35年

▶

▶▶

▶

▶

▶

▶

昭和 60 年たて道 41 号

０ 84 20[m]

S：1/500

釣り堀
昭和９年洪水で
湖とつながってしまった

氷小屋

住宅

昭和元年たて道 42号

０ 84 20[m]

S：1/500

終戦後サッシ工場

昭和 30 年たて道 42 号

０ 84 20[m]

S：1/500

S42、3 建替え

S44 ガソリンスタンド開始

昭和 45 年たて道 42 号

０ 84 20[m]

S：1/500

石垣
雪代よけ

防火用
イチイ

別荘

大正４建設

大正～昭和初
氷小屋

蔵屋

蔵屋

別荘

別荘

別荘

自宅

別荘

別荘

茅葺き屋根

昭和元年たて道 43号

０ 84 20[m]

S：1/500

建替え

S37
庭

防火用
イチイ

昭和 30 年たて道 43 号

０ 84 20[m]

S：1/500

H入ってから
何もしないと雑草が生えるから

S終頃植込み

H初建設

H初建設

H初建設

店に合わせて駐車場

自宅との間に仕切り

建設に合わせて塀と植栽

平成元年たて道 43号

０ 84 20[m]

S：1/500

たて道 25号

０ 84 20[m]

S：1/500

住宅

住宅

借り家

薮
人１人が通る幅

イチイ

昭和元年
たて道 25号

０ 84 20[m]

S：1/500

昭和 40 年頃できた
昭和 30 年代後半別荘

周囲を塀で囲った

S37 建替え
保養所開始

保養所に
合わせて庭

不特定多数の人が
通るようになり壁

保養所に合わせて庭

昭和 40年 たて道 25 号

０ 84 20[m]

S：1/500

▶

▶S50 年近くなって数年間

S30 年代後半～平成初め

S54 保養所開始

保養所に合わせて生け垣
一階の客のため

昭和 60年

０ 20 40 100[m]
S：1/500

寺屋敷

二本木道下

関所跡

山中本陣

山中諏訪明神御旅所

明神通り
諏訪通り (37 号 )

44 号

九郎貴路

公民館

38 号

18 号

39 号

40 号

41 号
42 号

43 号

25 号

2組

3組

４組

５組

築地鼻

山中地区たて道
ゼンリン地図を基に筆者作成

44号

38号

18号

39号

40号

41号

42号

43号

25号

昭和元年 昭和 50 年 昭和 60 年

▶ ▶

昭和元年 昭和 30 年 昭和 50 年

▶ ▶
▶ ▶

昭和元年 昭和 30年 昭和 45 年

▶ ▶

昭和元年 昭和 30 年 昭和 45 年 昭和元年 昭和 20 年 昭和 60 年

▶ ▶

昭和元年 昭和 30 年 平成元年

▶ ▶

▶ ▶

昭和元年 昭和 45年 昭和 60 年

▶ ▶

昭和元年 昭和 35 年 昭和 60 年 昭和元年 昭和 40 年 昭和 60 年

▶ ▶

研究対象のたて道

たて道の多様性

本研究の目的

段階的に生じるたて道の多様性

各たて道の現状整理、各時代ごとの変遷 物置
自動販売機
ポスト

水道
瓶ケース

凡例 低木ブロック塀
フェンス
木の塀

高木
車建築物

▶ ガスボンベ
室外機

物置

昭和 30年
以前に植えられた木

入口

-集落の変容と生業に着目して-



０ 20 40 100[m]
S：1/500

集落の始まりと雪代災害 雪代：富士山の雪解けによる土砂災害

街路の変遷とたて道の利用の変化

（1）たて道に大きく影響を与えた山中地区の生業の変化

（2）転換期１　米軍駐留期

昭和26年の雪代災害時のたて道 37 号の様子
山中湖村役場資料より 昭和 52 年の雪代に関する新聞記事

山中湖村役場資料より山梨日日新聞　昭和 52 年 3月 25 日

　山中湖には大正以前
の記録は残っていない
が、富士吉田には江戸
時代の雪代絵図が残っ
ており、当時から山中
湖に雪代が流れたこと
が読み取れる。

また、富士吉田では一
部で雪代の流れ道が道
と一致していることが
分かる。

富士吉田雪代絵図　
天保 4年（1843）

国土地理院　治水地形分類図より

集落外部者による道の利用

生業とたて道

０ 20 40 100[m]
S：1/500

寺屋敷

二本木道下

関所跡

山中本陣

山中諏訪明神御旅所

明神通り
諏訪通り (37 号 )

44 号

九郎貴路

公民館

38 号

18 号

39 号
40 号

41 号
42 号

43号

25 号

2組

3組

４組

５組

築地鼻

湖畔道開通以前の集落とたて道（昭和 2年）

　湖畔道開通以前、山中地区
の集落の中心は旧鎌倉往還沿
いにあった。当時、人々は湖
を洗濯や障子の張替え等で生
活の一部として使っていた。
　たて道は、旧鎌倉往還から
湖へ出るのに使われる生活道
であった。

山中地区の街路網

　湖畔道開通後、山中地区の
人々は、旧鎌倉往還沿いに生
活の場を残したまま、湖畔道
側に店舗を出すようになった。
これにより、湖畔道側が生業
の中心となった。
　たて道は、生活の中心であ
る旧鎌倉往還と生業の中心で
ある湖畔道路をつなぐ道とな
った。

⇒

寛文九年の集落の範囲 植生情報提供より

現在も残る雪代よけの石垣

　集落範囲は南北に拡大する過程で、
集落内でも雪代被害が見られるように
なり、雪代が流れた道周辺の家は石垣
を積むなどして対策を施した。この石
垣は現在も集落内で散見される。

雪代が流れたたて道

富士吉田における雪代災害の記録

　村の記録に残る雪代災害は以上の
みであるが、ヒアリングからは年に
一度以上の頻度で起こっていたこと
が伺える。
　昭和 26 年の雪代災害を受けて、村
では水路や農道の整備を行った。こ
れ以後は集落内を雪代災害が襲った
という記録は見られないが、上記の
新聞記事に見られるように、水路の
水が溢れ、道路が浸水することはそ
れ以降も続いた。

山中湖村における雪代災害記録

農村期のたて道 42 号の様子 ( 高村不二義さん提供 ) 米軍駐留期の山中地区の街路の様子 ( 大森敏郎さん提供 )

米軍駐留期のたて道 39 号の入口の様子
( 大森敏郎さん提供 )
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たて道が山中地区に住む人々によって使われていた時代
　湖畔道開通以前は、山中地区の人々は湖で洗濯や障子の張替え等を
行っており、人々は頻繁に住居と湖畔を行き来した。その際、生活道
として使われたのがたて道であった。また、「馬入れ道」と言う人も
おり、写真からも農道として使われたことが分かる。漁業へ行く道と
して使ったという話も聞かれた。

たて道が外部からの人によっても使われるようになった時代
　米軍兵が駐留した昭和 30 年前後、山中地区では米軍兵を対象とした商売
が行われるようになった。これらの中には湖畔側で経営されたものもあり、
そのような場所では、米軍兵がたて道を利用したと考えられる。実際に、た
て道で米軍兵が喧嘩をしていたという話も聞かれた。

　山中地区の生業は、何度か転換期を迎えている。たて道の利用に大きく影響を与えた変化としては、米軍兵の駐留、保養所の増加、ドライブイン店舗の増加が挙げられ、これらによって、たて道の利用者や住居の形、
家のしつらえ等が変化していることが分かった。以下の (2) から (4) でこれらについて述べる。

たて道：旧鎌倉往還と湖を
　　　　つなぐ生活道

旧鎌倉往還：
生活と生業の中心

０ 200[m]40 80

湖畔道開通以後

たて道：生活と生業の
　　　　場をつなぐ道

湖畔道路：生業の中心

旧鎌倉往還：
生活の中心

０ 200[m]40 80

湖畔：洗濯や
洗い物等をす
る生活の一部

集落範囲

湖畔道開通後の集落とたて道（昭和 50 年）

０ 20 40 100[m]
S：1/500

微高地

旧集落範囲

微高地
雪代が流れたと
推測されるルート

集落範囲

旧集落範囲

雪代が流れたと
推測されるルート

生育の速い
ススキ・カラマツ

　▶たて道は、湖畔道開通に伴い使われ方を変化しながらも、変わらず山中地区の人々に使われ続けている。

　▶たて道を、山中地区の集落の変遷の履歴として捉えることができる。

　旧集落の範囲は雪代の流れ道
を避けるように立地したという
言説を受け、微地形図を見てみ
ると、実際に寛文九年の集落範
囲は山側が小高くなっており、
雪代が避けられる範囲となって
いることが分かった。

　また、植生について調べてみ
ると、微地形図から推察される
雪代の通り道にはススキやカラ
マツといった生長の速い植物が
見られ、このことからも、微地
形図から推察した雪代の流れ道
はもっともらしいと言える。

赤線：道
青線：雪代の通り道

▶生業の変化はたて道の利用主体を変化させた。

農村期のたて道 42 号の様子 ( 高村不二義さん提供 )

▶

たて道旧鎌倉往還と湖を
つなぐ生活道であった時代

たて道が生活と生業の場
　を結ぶ道となった時代

微地形図による分析

植生図による分析 現在も雪代の履歴として残る石垣

旧鎌倉往還

たて道

湖畔道路
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明神通り

40 号

41 号

42 号

43 号

25 号

米軍兵が利用したたて道

山中湖と思われる湖

旧集落範囲

雪代が流れたと
言われているたて道

塀
石垣

米軍相手の店舗

米軍が通ったと
考えられるたて道



（3）転換期 2　保養所経営期

（２）植栽
ケヤキ

イチイ

結論
たて道は、
　・山中集落と雪代の関係
　・山中地区の集落の拡大の過程
　・生業の変化
　・山中地区の人々の生活のあり方
の履歴を現在に伝える道である。同時に、今も昔も沿道に住む人々の生活に最も近い道であり、地区の人々によって
大切にされている。

　米軍が撤退すると、山中地区では保養所経営
が盛んになる。
　保養所は左図の黄色で示されており、旧鎌倉
往還沿いにも多いため、保養所経営が盛んにな
ると湖畔と保養所を行き来する保養所客が多く
たて道を利用したという。

（4）転換期 3　ドライブイン店舗経営期

　湖畔道沿いのドライブイン店舗が生業の中心
となると、保養所経営が盛んだった時代と比べ、
客が集落内に入る機会は少なくなり、たて道を
利用する観光客は減少した。
　

　山中地区では樹齢数百年と言われ
るケヤキの木が並んでいる。これは
防風林として植えられたものだと考
えられ、寒冷な山中湖において、夏
の台風等から集落を守り、冬の日照
は確保するという先人の知恵が見ら
れる。根が張るケヤキは地盤を強く
するとも言われる。

　イチイの木は山中湖村の木に指定
されており、「イチイの木は火がくる
と水を噴く」という言い伝えの通り、
家や蔵の周りに多く植えられている。
写真のように現在はない蔵の存在を
イチイが伝えていることもある。

たて道の利用とともにしつらえに大きく影響した保養所経営

たて道の人の往来の減少

旧鎌倉往還に沿って並んだ住宅 旧鎌倉往還から少し下がり、大きく建てられた住宅

客の目を意識して作られた庭保養所経営時代にできた壁と植栽の分布

ドライブイン店舗の分布
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（１）石垣
雪代よけの石垣

土留めの石垣

保養所を作った際に置かれた壁

建築の変化

しつらえの変化

利用者の変化

　保養所経営が盛んになる以前は、
住居が旧鎌倉街道に沿って並んでい
た。保養所経営が盛んになると、保
養所経営をする家はたて道から少し
下がり、家を大きくした傾向にある。

　保養所経営が盛んになると、たて
道の人通りが多くなり、生け垣や壁
を設ける家もあった。
　また、保養所客に対して庭を設け
る家も見られた。
　これらの壁や庭は現在も残ってお
り、たて道を彩っている。

湖畔側と旧鎌倉往還側の人の往来の減少

　土留めの石垣
雪代よけの石垣

湖水の増水に備える石垣
イチイ
ケヤキ凡例

たて道 42号付近の雪代よけの石垣

たて道 40 号内部の土留めの石垣

湖水の増水に備える石垣

たて道 43号付近の湖畔側のケヤキ

たて道 40 号内部の昔の蔵の存在を
今に伝えるイチイ

　現在は雪代が集落内を流れること
はほとんどないが、雪代が流れた場
所では旧鎌倉往還沿いに石垣をしつ
らえる家が見られる。

　富士山の麓に当たる山中地区では
山から湖に向けて坂となっていたた
め、多くの家で盛り土をした。
　たて道内部には現在も土留めの石
垣が見られる。

　湖畔道開通以前は、湖水が増水し
て畑を魚が泳ぐといようなこともあ
ったという。当時は湖水の増水に備
えて広範囲で湖畔沿いの石垣が見ら
れた。これらは湖畔道開通とともに
なくなり、現在は残っていない。

たて道を構成する要素 　▶たて道を構成する要素には、長い歴史の中での先人の知恵が込められている。

新しいたて道の利用　▶スクールゾーン時間帯の抜け道、子どもの通学路
スクールゾーンの制定
とたて道の利用

旧鎌倉往還のスクールゾーンの表示

下校時の旧鎌倉往還の様子

小学生の通学路となっているたて道 44 号

　昭和 50 年代後半に旧鎌倉
往還の一部がスクールゾー
ンに制定されると、その時
間帯の旧鎌倉往還の自動車
の通行が制限されたため、
たて道が湖畔道へ出る抜け
道として使われるようにな
ったという。
　現在のスクールゾーン制
定時間は
7:30－8:30，15:00－16:00
となっている。
　山中地区の子ども達は多
くが旧鎌倉往還を通学路と
している。

　たて道 44 号は、旭日丘方面から山中小学校に
通う子ども達の通学路となっている。子ども達は
たて道 44 号で親の迎えの車を待っており、ラン
ドセルを道の真ん中に置いて湖畔で遊ぶ子どもの
姿も見られた。
　周辺に住む人々も小学生の通学路として子ども
の安全を気にかけており、村に要請して街灯を取
り付けるなどしている。

通学路とし利用されるたて道
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浜田屋
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プレステージ

メイン
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Gステージ

湊屋
ガソリンスタンド
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長池から忍野へ道が伸びている

時代とともに変化して来た生業と集落構造

長池地区　長池地区における集落構造の変容過程
東京大学　景観研究室　修士１年　佐井倭裕

鉄道網の発展  

関東大震災

時代

江戸～明治 36 年

明治 36 年～大正 12 年

大正 12 年～戦前

戦後～昭和 30 年

昭和 30 年～

駄賃付け・山稼ぎ・畑作・漁業

駄賃付け・山稼ぎ・畑作・漁業・養蚕

養蚕・山稼ぎ・畑作・漁業・出稼ぎ

養蚕・山稼ぎ・畑作・漁業・出稼ぎ・稲作

観光業（・山稼ぎ・畑作・漁業・出稼ぎ・稲作）

主な生業

　長池には平坦な土地が少ない上に、火山灰性の農業に適さない土壌であるため、長池地区の人々は、
古くより多くの生業に従事する事で生活を営んで来た。そしてその生業は時代に合わせて変化を繰り返
し、現在に至っている。この生業の変化に伴って人々とヤマ・ハマとの関わり方が変化し、それらをつ
なぐ集落の道も変容して来たと考えられる。ヤマ・ハマ、及び外の集落との関わりが重要だった長池地
区の集落構造を知るためには、それらを繋ぐ道の変容過程を把握する事が重要である。

　馬力が登場し、明治 36年に八王子甲府間で中
央線が開通すると、駄賃稼ぎの仕事が激減した。
そのため、山中村に甲州街道での駄付けから追い
出された。これを機に相州世附山で木材や炭を積
み、駿州小山や藤曲まで届ける駄賃附けへと移行
する。

（１） 江戸時代～明治36年

（２） 明治 36年～大正１２年

（３）大正１２年～戦前

　明治時代の公図から、集落の中
のミチは実際には現在と同じ構造
をしていたことが分かる。

　「甲斐国全図」をみると長池か
ら忍野へ向かうミチが描かれて
いる。かつての長池集落にとっ
ては、忍野へ繋がるミチが重要
な存在だったと考えられる。

戦後の食糧難

　戦時中、灯火管制で養蚕が中断したことに加え、
戦後の食糧難から稲作に力が注がれた為に、桑畑が
潰されて田圃が広がる。水利組合が昭和 28年に設
立されるが、平坦な土地が少ないため、田圃を持て
る軒数は限られていた。

（４）戦後～昭和30年代

保養所・寮の増加　車の保有台数増加
（５）昭和30年代～

Google earth

Google earth

特に大きな変化
が起きた時期

⇒

湖畔道路と忍野へ続く道だけが記されている桑畑のあった場所

⇒

⇒

⇒

⇒

0 500

1896 年　明治32年

桑畑
0 500
0 500

地形の勾配が緩やかな場所に
集落が形成されている

半間未満の道が忍野
まで続いている。

１間半以上の道が湖
畔沿いを通っている。

至 忍野

1896 年　明治32年

小径
里道（赤道）

桑畑

荒地

0 500
0 5000 500

1922年　大正11年

桑畑が広がり始める。
梨が原にも土地を
借りて桑を作った。

大正 7年 38 名共有地
が登記される。
草・萱の採取に利用。

0 500
0 500

半間以上の幅員の道
へと変化。

明治 8年山中平野長池
が合併し中野村となり
役場が置かれた

至 忍野

1922年　大正11年

里道(半間以上)
里道（一間以上）

0 500

桑畑が拡大

1929年　昭和4年

桑畑
0 500

湖畔道路が拡幅
幅員３m

集落の中にミチが
描かれるようになる。

1929年　昭和4年

至 忍野

町村道
（一米以上）
町村道
（三米以上）

0 500

1934年　昭和9年

湖畔道路の道筋が大きく変化
平野天神社が道の下に来る。

町村道
（一米以上）
町村道
（三米以上）

湖畔道路の整備が行われる。
S５～S７（未舗装）

1954年　昭和29年

桑畑

田圃

0 500

至 忍野

1954年　昭和29年

0 500 町村道
（一米以上）
町村道
（三米以上）

1971年　昭和46年

0 500

桑畑

別荘地田圃

1971年　昭和46年

0 500 幅員 1.5m 未満
幅員 2.5~5.5m
幅員 5.5~11.0m

「甲斐国全図」
森丈助 ,
1879.2.20
近世日本山岳関係
データベースより

忍野へ続くミチが里道として表記されるようになる。
駄賃稼ぎが行われていた世附山と届け先の藤曲の位置

駄賃付けの場所が世附山へと移行

　関東大震災によって、世附山の馬道が崩れてしまう。
後にこの馬道が修復されるが、その頃にはトラックが通
るようになるため、駄賃附けはこの時代に終わった。

関東大震災と駄賃附けの終わり

　関東大震災で倒壊した建物を、養蚕業に合わせて大き
く建替えた。また、寒さに強い桑の導入や、昭和７・８
年の繭の値段高騰を背景に、養蚕業が黄金期を迎える。
作った繭は製糸工場のあった吉田に売りに行った。やが
て、河口湖村から買い付けに来るようになった。

建物の建替えと養蚕業の発展

稲作を行うようになる。

　中国・韓国の生糸生産量、輸出量の増加や、化学
繊維の台頭により、日本の生糸の輸出が大幅に減少。
長池での養蚕業も衰退し始めていた。そこへ寮経営
や保養所経営が始めまり、長池地区の方々は土地を
持っていたため、多くの家庭が田畑を潰して寮や保
養所の経営に移行する。共同作業が必要な養蚕や農
作業はやがて衰退していった。

観光業への移行、養蚕の終わり

桑畑の拡大と共有地の登記

集落の中にミチが描かれるようになる。 湖畔道路が整備され、長池天神社の上を通るようになる。桑畑がさらに拡大する。

戦後の食糧難の為に桑畑が潰され、田圃が広がる。 この期間ミチの表記に変化見られない。 細割りに作られた田圃　1959 年航空写真より

田畑だった土地に保養所や寮を建築　1975 年航空写真より
忍野へ続くミチが里道として表記されるようになる。桑畑が大幅に減少し、別荘地が建てられ始める。

長池天神社長池天神社

水ノ木
大棚沢

地蔵平

駿州　小山
藤曲

世附山：炭や木材を積みに
行ったと考えられる場所

炭や木材を届けた先

- 生業と道に着目して -

0 100 Scale
A3: 1/2500長池地区航空写真　昭和 34年（1959 年 05 月 10 日）

0 250



友達の家に遊びに行く
とき

様々な用途で用いられる
ミチの例

結い事で親戚の家を訪
ねるとき

嫁入り行列

七つのお祝い

共有井戸

石碑・祠

昭和30年代の変容の詳細

生活の中で用いられる
　　　　　集落内の道
　農業や養蚕が行われていた
頃は、親戚間での結いでの作
業が多く、頻繁に家間の移動
を行っていた。その際、集落
の中のミチが利用された。
　また、現在は無いお祭りな
どにおいても、重要な役割を
果たしたことが分かっている。

生業が大きく変化
→ヤマ・ハマの利用
方法が変化

　養蚕をしなくなったため
に桑畑が必要なくなり、農
作業に馬を用いなくなりっ
たために餌場が必要なく
なった。ハマで農具や養蚕
道具を洗う事もみられなく
なり、代わりにボート貸し
や馬貸しにハマ・ヤマを用
いるようになった。

本研究の成果は
　　・長池集落の生業と生活、集落構造の変容過程、及びそれらの関係性について整理したこと。
　　・他の地域との繋がりや集落内のミチの使われ方などの変化に関する考察から、
　　　昭和３０年代の生業の変化が、その大きな転換点であったことを明らかにしたこと。

　車の交通量が増えるのに伴って、湖畔道路を始め集落の中のミチも舗装されたり、拡幅され
るようになった。

舗装が行われた事で地形図上の表記が大きく変化する。舗装のされ方から、忍野へ行く道が果
たしていた、集落の外へ繋ぐ役割が湖畔道路側に移ったのではないかと考えられる。

個人が持っている土地の場所の一例

ハマへ出る為に頻繁に用いられたミチ

ボート貸をする人の姿 馬貸しをして共有地を歩く様子

無くなってしまったミチと新たに造ら
れたミチ

個人の庭と同化した昔のミチ

持っている土地へ行く為のミチと考えられるもの 集落からヤマへ伸びるミチのネットワーク

　長池地区では古くから、各家が背後のヤマにバ
ラバラに土地をもっている。寛文 9年の水帳の
記載で既に、バラバラに所有としていたことが記
載されているが、現在の所有形態になったのは、
寛延期と化政期の割地の際に決まったとされてい
る。その際、資源に偏りが出ない様に、場所をバ
ラバラに割地して、出来るだけ平等になるように
したと考えられる。

　昭和 30年代以前は農業
や養蚕業を行っていたた
め、農具や養蚕道具を湖畔
へ洗いに行く事が頻繁に
あった。その際は、集落か
らハマへ出る為のたて道が
利用された。

　これらバラバラの
土地と集落とを結ぶ
ミチは左の図に示す
ように多数あった。

　舗装される前のミチは雨水の流れ道でもあり、
周りより低くなっていた。

　道の拡幅と舗装が行われる際、湖畔道路と同じ
高さに整地された。

1954年と1971 年の湖畔道路の比較 天野健司氏提供

（１） 集落と外を繋ぐミチの変化

集落内のミチの変化

道路の舗装・拡張

（2）集落内のミチの変化

土地所有形態とミチのネットワーク

集落の中の多様なミチ。

ヤマ・ハマの利用の変化に伴うミチの変化

0 100

ヒアリング内容プロット地図　長池地区　1946～1965 頃 2011 年ゼンリン住宅地図を基に筆者作成

　賛美が丘へ続く道。かつては堀だった　湖畔道路から大平山方向を撮った写真

観光地化が進むにつれて、湖畔道路沿いに建物が増え、建物の向きも東向きから南向きに変わっ
ている事が分かる。湖畔道路が生業の場なったと考えられる。

昭和 34年 昭和 50年

0 100

教師住宅
天野家のお墓

道祖神

中野村役所（1875~1955）

山の神様

蚕の神様

三の井戸
一の井戸

二の井戸

庚申塔

疱瘡の神様

墓地

▶長池集落と外の集落との繋がり方が変化し、車の利用を前提とした湖畔道路が両者を繋ぐ役割を担うようになった。

▶長池集落には昔から多様なミチが存在したが、生業の変化と共に利用頻度や目的が変化した。

平等に割地された長池の土地所有形態と

ハマへ出る為のたて道

農村集落時期の個人の所有地と経路　長池地区 中野村土地宝典 (1962) を基に筆者作成

0 100

使わなくなったミチ
　ヤマへ行く機会が減り、これま
で用いられて来た農道の多くが使
われなくなった。ハマへ出たり、
親戚の家へ行き来する回数が変化
し、個人の庭とミチが同化する例
も見られるようになった。結論


